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「
秋
来
ぬ
と
　
目
に
は
さ
や
か
に

 

見
え
ね
ど
も
　
風
の
音
に
ぞ
　
驚
か
れ
ぬ
る
」

　

こ
れ
は
古
今
和
歌
集
の
中
で
詠
ま
れ
て
い
る
1
つ
で

あ
る
が
、
現
代
を
生
き
る
私
も
一
句
詠
ん
で
み
る
。

「
天
た
か
く 

や
っ
と
一
息
　
曼
珠
沙
華 

ま
だ
働
け
る
か
と 

我
に
問
い
つ
つ
」

　

50
年
前
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
、
東
京
モ
ノ
レ
ー

ル
が
羽
田
と
都
心
を
結
ん
だ
。
私
は
中
学
1
年
生
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
50
年
を
め
ま
ぐ
る
し
く
発
展
を
遂

げ
る
日
本
の
中
で
、
思
春
期

－

青
年
期

－

中
年
期

－

充

実
期
？

－
熟
女
？
へ
と
生
き
て
き
た
。

　

若
い
頃
は
も
ち
ろ
ん
数
年
前
で
も
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
沢
山
有
る
。
1
人
が
1
つ
ず
つ
電
話
を
持
つ

時
代
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
鳥
取
駅
の
改
札
に

は
駅
員
さ
ん
が
い
て
、
ま
た
近
隣
で
は
無
人
駅
の
箱
に

切
符
を
納
め
て
出
る
。
都
会
は
無
人
の
意
味
合
い
が
違
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う
。
自
動
改
札
を
通
れ
ば
2
枚
入
れ
て
1
枚
返
し
て
も

ら
っ
た
り
す
る
。
ト
イ
レ
は
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
、
更
に

は
戸
を
開
け
ば
便
座
の
蓋
が
開
い
た
り
す
る
。

　

驚
い
て
ば
か
り
の
私
は
法
人
会
の
ガ
ラ
ケ
ー
女
子
で

結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
足
し
算
な
ら
算
盤(

ソ
ロ
バ
ン)

を
弾
き
、時
に
は
袴
姿
で
薙
刀
を
嗜
む
。
何
事
も「
変
換
」

す
る
の
で
は
な
く
辞
書
を
引
き
、
メ
ー
ル
で
は
な
く
便

箋
に
文
を
し
た
た
め
切
手
を
貼
っ
て
友
へ
送
る
。

小
切
手
は
肉
筆
で
も
っ
て
漢
数
字
で
書
く
。

　

毎
年
小
学
校
に
て
6
年
生
に
租
税
教
室
を
し
て
い

る
。
6
年
生
、
ち
ょ
う
ど
あ
の
頃
の
私
達
と
同
じ
。
聞

い
た
こ
と
全
て
吸
収
し
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
。

　

60
歳
を
過
ぎ
た
今
、
新
し
い
事
は
も
う
何
も
覚
え
ら

れ
な
い
。
覚
え
る
気
が
無
い
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
の

か
も
知
れ
な
い
。
自
分
に
出
来
る
こ
と
だ
け
を
自
分
流

に
、
粋
に
生
き
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
（
２
０
１
４
年
8
月　

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｘ
Ｙ
）

天
た
か
く
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着任挨拶

　この度の人事異動により、鳥取税務署長を拝命しました多賀社

でございます。

　公益社団法人鳥取法人会の藤本会長をはじめ、役員並びに会員の皆様方には、平素から税

務行政の円滑な運営につきまして格別のご理解とご協力を賜っており、本紙上をお借りしま

して厚くお礼申し上げます。

　鳥取県内の勤務は、鳥取税務署が初めてとなりますが、山陰海岸の世界ジオパークネット

ワーク加盟など自然に恵まれた歴史・文化の中心地で勤務する機会を得ましたことを大変光

栄に感じております。前任の滝山署長同様よろしくお願いいたします。

 　鳥取法人会におかれましては、「よき経営者をめざすものの団体」として、税知識の普及

や租税教育活動をはじめとする納税道義の高揚に大きく貢献されているほか、各種の研修会

や著名人による講演会の開催など社会貢献活動に積極的に取り組まれています。特に、青年

部会を中心とした「キッズカフェ」や、女性部会の「税に関する絵はがきコンクール」は、

優れた企画により毎年多くの参加者があるなど大きな成果をあげられていると伺っています。

　また、全国的に会員数の減少による組織率の低下が危惧されていますが、鳥取法人会独自

の会員増強策として全国的に注目されている「チャレンジ入会制度」を展開するなど、組織

を挙げた活発な取り組みを行っておられます。

　このような活気あふれた法人会を築き上げられましたのも、藤本会長をはじめとする役員

の方々の優れたご指導の下で、会員の皆様方が一致協力してご尽力された賜物であり、皆様

方のご努力、ご熱意に対しまして、改めて敬意を表する次第であります。

　私どもといたしましては、今後とも、法人会の活動が一層充実したものとなりますよう、

皆様方と連携・協調を図ってまいりたいと考えておりますので、引き続き、税務行政の良き

理解者として、また、税のオピニオンリーダーとして、ご理解とご協力をいただきますよう

お願い申し上げます。

　終わりにあたり、公益社団法人鳥取法人会の益々のご発展と、会員の皆様方のご健勝並び

に事業のご繁栄を祈念申し上げまして、私の着任のあいさつとさせていただきます。

　　　着任挨拶

鳥取税務署長　　　　　

　多
た

賀
が

社
やしろ

　安
やす

　夫
お
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第
３
回 

定
時
総
会・記
念
講
演
会

　

第
３
回
定
時
総
会
が
、

５
月
20
日
（
火
）
と
り
ぎ

ん
文
化
会
館
に
て
ご
来
賓

９
名
・
正
会
員
90
名
・
賛

助
会
員
30
名
の
出
席
の
も

と
開
催
。
藤
本
会
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
事
務
局
長

よ
り
定
足
数
報
告
を
行
な

い
本
総
会
の
成
立
を
報
告
。

つ
づ
い
て
、
来
賓
の
方
々

か
ら
の
祝
辞
を
繰
り
上
げ

鳥
取
県
知
事 

平
井
伸
治

様
、
鳥
取
市
総
務
調
整
監 

尾
室
高
志
様
、
鳥
取
税
務

署
長 

滝
山
尚
志
様
よ
り
ご

祝
辞
を
頂
い
た
後
、
議
案
審
議
に
入
り

ま
し
た
。

　

藤
本
会
長
が
議
長
を
務
め
、
平
成
25

年
度
決
算
、
理
事
２
名
就
任
、
以
上
２

議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
承
認
事
項
で
あ

り
本
総
会
に
お
い
て
報
告
事
項
と
し
て

事
務
局
長
が
説
明
。 

　

続
い
て
会
員
増
強
功
労
個
人
２
名
・

法
人
２
社
、
福
利
厚
生
制
度
の
成
績
優

秀
者
４
名
・
租
税
教
室
講
師
12
名
・
退

任
者
１
名
へ
感
謝
状
及
び
記
念
品
の
贈

呈
が
あ
り
、
総
会
が
滞
り
な
く
終
了
致

し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
会
は
、
兵
庫
県

立
大
学
特
任
教
授
、
中
元 

孝
迪
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、
演
題
は
「
黒
田
官

平
衛
の
実
像
」
～
そ
の
現
代
的
魅
力
～

と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
現
在
放
映
中
の

大
河
ド
ラ
マ
で
も
あ
り
内
容
と
重
ね
併

せ
な
が
ら
来
場
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く

聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
講
演
会
は
鳥
取
青
色
申
告
会
・
鳥

取
間
税
会
の
共
催
、
公
益
事
業
と
し
て

新
聞
・
チ
ラ
シ
・
Ｈ
Ｐ
に
よ
り
一
般
の

方
へ
も
呼
び
か
け
、
１
３
１
名
（
内
一

般
15
名
）
の
来
場
者
と
な
り
ま
し
た
。

開会挨拶
藤本英興　会長

平
成
26
年
５
月
20
日
（
火
）
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
一
会
議
室

来賓祝辞
平井伸治知事

講師の中元孝迪 氏
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平成26年度　表彰の方々
退任理事に対しての感謝状

元理事
田中 博美 様

（歴任：平成15年5月就任　平成26年3月退任）

㈱鳥取銀行 様

上村 康隆 様
（大同生命保険㈱）

藤原 建二 様
（大同生命保険㈱）

岩見 聖子 様
（大同生命保険㈱）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

鳥取信用金庫 様

花原 秀明 様
（三洋製紙㈱）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

会員増強に対しての感謝状

福利厚生制度に対しての感謝状

（会員獲得５社以上の方々）

個人

団体
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科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,503 △ 253
　受取会費 10,285,800 10,651,600 △ 365,800
　事業収益 1,922,700 1,643,030 279,670
　受取補助金 7,687,100 11,852,711 △ 4,165,611
　受取負担金 648,000 651,000 △ 3,000
　雑収益 858,402 813,623 44,779
　経常収益計（A） 21,403,252 25,613,467 △ 4,210,215

（２）経常費用 0
　事業費 19,408,581 24,968,936 △ 5,560,355
　管理費 2,121,450 1,949,359 172,091
　経常費用計（B） 21,530,031 26,918,295 △ 5,388,264
　当期経常増減額（A － B） △ 126,779 △ 1,304,828 1,178,049
経常外費用　 0
当期一般正味財産増減額 △ 126,779 △ 1,304,828 1,178,049
一般正味財産期首残高 8,306,919 9,611,747 △ 1,304,828
一般正味財産期末残高 8,180,140 8,306,919 △ 126,779

科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,250 0
　受取会費 10,560,000 11,000,000 △ 440,000
　事業収益 2,240,000 2,120,000 120,000
　受取補助金 7,877,300 7,727,500 149,800
　受取負担金 675,000 675,000 0
　雑収益 551,000 881,000 △ 330,000
　経常収益計（A） 21,904,550 22,404,750 △ 500,200

（２）経常費用 0
　事業費 19,498,300 21,203,292 △ 1,704,992
　管理費 2,240,700 2,099,308 141,392
　経常費用計（B） 21,739,000 23,302,600 △ 1,563,600
　当期経常増減額（A － B） 165,550 △ 897,850 1,063,400
当期一般正味財産増減額 165,550 △ 897,850 1,063,400
一般正味財産期首残高 8,180,140 8,306,919 △ 126,779
一般正味財産期末残高 8,345,690 7,409,069 936,621

平成25年度　正味財産増減計算書 （損益計算ベース）
（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

（単位：円）

平成26年度　収支予算書 （損益計算ベース）
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

（単位：円）
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平成26年度　事業計画
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

Ⅰ.　事業計画の基本方針
平成24年４月１日、公益社団法人へ移行し、以前の社団法人に比べ一層の公益性が求められ
ることになりました。　　　
よき経営者をめざすものの団体として、会員企業、社員様を支援するとともに、公益法人 
として非会員、一般市民への広報・支援活動も積極的に取組んで行きます。

　１．税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、適正かつ公平な申
告納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与する。

　２．税ならびに会社経営に関する研修会の推進を図り会社の質を高める。　　　
　３．会員の積極的な自己研鑽姿勢を支援し健全な企業経営を進め、企業の繁栄を図る。
  　　また、地域の一員として地域に密着した活動を進め、社会の健全な発展に貢献する。
Ⅱ.　主な事業計画
　１．公益目的事業の推進
　　　　（１）税の研修相談事業

◇　年５回の決算期別法人税務説明会開催
◇　年２回の新設法人税務説明会開催
◇　年２回の会報発行・ＨＰ等による税の広報
◇　ｅ－Ｔａｘ 懸垂幕の掲揚（26年度は2月中）による広報
◇　年末調整説明会の共催
◇　税制等の冊子配布・その他税務研修会の開催
◇　電子申告（ｅ－Ｔａｘ）・電子納税（ダイレクト納付）の利用促進支援
◇　役員企業90％、会員企業90％を中心に、個人を含めて利用向上を目指す

　　　　（２） 租税教育事業
◇　租税教室への講師派遣（青年部会・女性部会）
◇　第７回「キッズカフェ」開催による租税教育（青年部会）
◇　第５回「税に関する絵はがきコンクール」の実施（女性部会）

　　　　（３） 税制提言事業
◇　税制委員会による税制改正要望の取りまとめ
◇　税制行政の円滑化を図るための要望等を関係当局に陳情
◇　全国大会・税制改正要望大会への参加 ～ 10月16日(木)栃木大会（宇都宮市）

　　　　（４） 税の広報事業
◇　ＨＰの充実　～　会員紹介・イベント紹介利用促進
◇　会報年２回発行・全法連情報誌「ほうじん」年４回配布
◇　「税を考える週間」（ 11 ／ 11 ～ 11 ／ 17迄 ）の事業実施
◇　フェイスブック開設による広報チャネルの拡大

　　　　（５） 社会貢献事業
◇　第７回「キッズカフェ」開催による次世代の育成（青年部会）
◇  献血ボランティアの実施（女性部会・青年部会）
◇  「花の苗」寄贈　　
◇  古タオルの回収・寄贈（女性部会）

　　　　（６） 経営支援事業
　　　　　　◇　講演会・セミナーの実施
　　　　　　　（親会：2回　女性部会：3回　青年部会：3回　支部：8回 ）
　　　　　　◇  新入社員研修会 ４月開催（鳥取商工会議所・鳥取県経営者協会の3社共催）
　　　　　　◇　レベルアップ研修会（電話・接客マナー・ＰＣ等研修）
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企
業
の
品
格
と
お
も
て
な
し

―
忙
し
い
時
ほ
ど
企
業
（
商
店
）
は
足
元
を
み
ら
れ
て
い
る
―

寄　稿

経
済
評
論
家
・
作
家
　
　

荒
　
　
和
　
雄

1「
お
も
て
な
し
」を

　
問
わ
れ
る
と
き

　

銀
行
員
時
代
は
中
小
企
業
診
断

士
と
し
て
、
最
近
は
経
済
評
論
家

と
し
て
全
国
を
講
演
な
ど
で
回
っ

て
、
企
業
（
商
店
や
工
場
等
）
を

み
て
き
た
結
果
、
忙
し
い
時
ほ
ど

企
業
の
品
格
、「
お
も
て
な
し
」

を
問
わ
れ
る
と
実
感
す
る
。
大
都

市
と
地
方
と
の
格
差
は
あ
る
が
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
も
あ
っ
て
景
気
回
復
し
つ

つ
あ
る
。
観
光
地
を
中
心
と
し
て

商
売
繁
盛
、
多
忙
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
に
向
け

て
長
期
的
視
野
で
企
業
自
身
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
だ
が
、
意
外
と

見
落
と
し
て
い
る
点
も
多
い
。

　

し
か
し
、
顧
客
や
長
期
の
出
入

業
者（
協
力
企
業
）は
意
外
に
し
っ

か
り
と
企
業
の
品
格
、
お
も
て
な
し
を

見
て
い
る
の
だ
。

2
多
忙
さ
の
中
身
を

　
よ
く
分
析
し
て
み
よ
う

　
大
都
市
や
地
方
都
市
を
含
め
て
、
こ

の
多
忙
さ
の
要
因
を
列
挙
し
て
み
よ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
格
差
は
あ
る
が
、
商
店
街
を
中
心
と  

　

し
て
客
足
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

②
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る

　

が
、
そ
の
都
度
、
来
店
客
や
観
光
客

　

が
増
え
て
き
て
い
る
。

③
商
店
街
の
中
に
は
業
種
に
よ
っ
て
か

　

な
り
の
落
差
が
あ
る
。

　

商
店
街
が
活
性
化
し
た
と
い
っ
て

も
、そ
の
中
心
は
飲
食
業
や
土
産
屋（
地

元
特
産
品
・
名
物
）な
ど
で
あ
る
。一
方
、

か
つ
て
商
店
街
の
一
角
を
占
め
て
い
た

呉
服
店
や
洋
品
店
な
ど
の
多
く
は
廃
業

し
、
飲
食
店
等
の
全
国
的
に
チ
ェ
ー
ン

展
開
し
て
い
る
企
業
に
売
却
し
た
り
、

賃
貸
し
た
り
し
て
い
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー

商
店
街
だ
っ
た
の
が
全
国
チ
ェ
ー
ン
商

店
街
に
な
っ
た
だ
け
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

3
繁
盛
し
て
い
る
既
存

　
の
商
店（
企
業
）の
心
得

①
廃
業
と
な
っ
た
店
の
従
業
員
の
受
け

　

入
れ
を
考
え
よ
う

　

商
店
街
自
身
が
か
つ
て
の
繁
盛
を
取

り
戻
し
て
も
、
時
代
の
流
れ
で
、
転

業
・
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
人
た
ち
も

多
い
。
商
店
街
の
中
心
と
な
っ
て
地
域

発
展
に
尽
く
し
た
と
い
う
点
に
対
す
る

配
慮
も
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
で
働
い
て

い
た
従
業
員
や
パ
ー
ト
の
人
た
ち
の
採

用
を
考
え
る
の
も
よ
い
。

②
自
分
の
店
の
繁
盛
ぶ
り
を
自
慢
し
な

　

い

　

商
店
主
に
よ
っ
て
は
自
分
の
店
の
繁

盛
ぶ
り
を
自
慢
し
た
り
、
ラ
イ
バ
ル
店

や
廃
業
し
た
店
主
た
ち
の
悪
口
や
陰
口

を
言
っ
た
り
す
る
人
も
い
る
が
、
こ
の

点
で
も
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

③
儲
か
っ
て
い
る
時
こ
そ
地
域
全
体　

　

の
発
展
を
考
え
行
動
す
る

　

ど
ん
な
に
繁
盛
し
て
い
る
店
で
も
一

店
舗
だ
け
で
は
な
か
な
か
客
は
来
な

い
。儲
か
っ
て
い
る
時
こ
そ
町
ぐ
る
み
、

町
お
こ
し
の
先
頭
に
立
ち
、
イ
ベ
ン
ト

等
に
も
ス
タ
ッ
フ
や
寄
付
金
な
ど
を
多

く
出
す
の
も
よ
い
。

   

要
は
、
地
域
の
発
展
が
あ
っ
て
初
め

て
店
が
繁
盛
す
る
と
い
う
現
状
を
改
め

て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

4
顧
客
は
企
業
の
足
元
を

　
ど
う
見
て
い
る
か

①
品
質

　

商
店
に
は
そ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
な
っ
て
い
る
名
産
品
、
特
産
品
を

売
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
の
魅

力
は
、
品
質
の
良
さ
、
新
鮮
さ
で
あ

る
。
そ
の
地
域
や
店
独
自
の
特
色
を
出

す
こ
と
が
人
気
を
左
右
す
る
決
め
手
で

あ
る
。

②
価
格

　

価
格
の
安
さ
も
魅
力
の
一
つ
で
あ
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る
。
し
か
し
「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」

の
風
評
が
立
っ
た
ら
そ
の
店
の
繁
盛
は

続
か
な
い
。
特
に
食
品
に
関
し
て
は
利

用
者
の
目
は
近
年
鋭
く
な
っ
て
い
る
傾

向
が
あ
る
。

③
サ
ー
ビ
ス

　

サ
ー
ビ
ス
は
、
販
売
面
に
お
け
る
各

種
の
販
売
ル
ー
ト
の
拡
大
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
）
な
ど
も
あ
る
が
、
基
本

は
店
頭
に
く
る
来
店
客
へ
の
対
応
で
あ

ろ
う
。「
多
少
値
段
は
高
く
て
も
お
店

の
人
た
ち
の
お
も
て
な
し
が
気
に
入
っ

た
」
と
い
う
評
価
・
口
コ
ミ
が
大
切
で

あ
る
。
顧
客
の
一
人
ひ
と
り
が
店
の
宣

伝
マ
ン
・
広
報
マ
ン
と
な
る
の
だ
。

　

実
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
そ
の
ま
ま

店
の
繁
盛
に
繋
が
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。

　
「
お
も
て
な
し
時
代
」
に
入
り
、
店

の
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
め
直
す
機
会
が
で

き
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
た
。
こ

れ
は
、
店
主
を
始
め
幹
部
の
店
員
の
教

育
の
賜
物
だ
ろ
う
。
中
国
人
客
の
多
い

店
で
は
、
中
国
語
の
商
品
案
内
や
中
国

語
を
話
せ
る
店
員
を
雇
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
前
向
き
の
対
応
は
、
地
域

ご
と
に
工
夫
し
て
町
ぐ
る
み
の
「
お
も

て
な
し
」
教
育
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
と
聞
く
。

　

さ
て
、
話
は
一
転
し
て
日
本
客
中
心

の
内
容
だ
。

　

銀
座
に
あ
る
高
級
中
華
料
理
専
門
店

で
は
、
初
め
て
の
来
店
客
と
名
刺
交
換

な
ど
し
て
、
相
手
の
住
所
を
知
っ
た
な

ら
そ
の
客
宛
に
幹
部
自
筆
の
御
礼
状
を

出
し
、
感
謝
の
意
を
伝
え
て
い
る
。
一

見
面
倒
で
あ
っ
て
も
、
客
は
そ
の
お
も

て
な
し
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
感

謝
、
そ
れ
以
来
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
度
々

来
店
す
る
と
い
う
。

　

一
方
、
京
都
の
あ
る
老
舗
の
小
料
理

店
で
は
、
来
店
時
は
快
い
対
応
で
あ
っ

た
が
、
後
日
、
著
書
を
送
っ
て
も
返
事

は
全
く
な
か
っ
た
。
お
も
て
な
し
と
は

来
店
時
の
一
時
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
5
企
業
の
足
元
を
見
つ
め
る

�

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　
　
企
業
観
察
術
を
長
年
の
体
験
か
ら
総

括
し
て
み
よ
う
。

①
ト
イ
レ
の
汚
い
会
社
は
真
の
お
も
て

　

な
し
が
出
来
る
土
壌
に
な
い

　

商
店
だ
け
で
な
く
工
場
等
を
よ
く
見

て
回
る
と
、
意
外
と
ト
イ
レ
が
汚
い
と

こ
ろ
が
多
い
。

　

多
忙
だ
か
ら
手
が
回
ら
な
い
と
い
う

の
は
理
由
に
な
ら
な
い
。
特
に
食
料
品

店
や
飲
食
店
で
の
ト
イ
レ
の
清
潔
感
は

企
業
の
実
態
が
現
れ
る
。

②
店
主
を
始
め
店
員
の
私
語
の
多
さ

　

多
忙
の
時
は
店
主
を
始
め
店
員
も
来

店
客
の
対
応
に
一
所
懸
命
で
あ
る
が
、

一
息
つ
く
と
客
の
品
定
め
等
の
私
語
で

盛
り
上
が
る
店
も
あ
る
。
ど
こ
で
み
ら

れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
時
代
、
営
業

時
間
中
は
派
手
な
私
語
は
慎
む
べ
き

だ
。

③
商
品
・
製
品
管
理
の
ず
さ
ん
さ

　

多
忙
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
売
ろ
う

と
す
る
意
欲
が
強
く
、
肝
心
の
商
品
や

製
品
の
在
庫
管
理
や
品
質
の
点
検
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
。
店
や
工
場
を
閉
め
た

後
に
点
検
を
す
れ
ば
翌
日
の
注
文
や
来

店
客
に
対
し
て
「
品
不
足
」
と
な
る
こ

と
は
な
い
。
客
の
要
求
す
る
品
物
を
揃

え
て
お
く
こ
と
も
お
も
て
な
し
だ
ろ

う
。

④
繁
忙
期
に
備
え
た
ス
タ
ッ
フ
の
人
数

　

調
整

　

商
品
や
製
品
の
注
文
が
殺
到
し
た

り
、
客
が
増
え
た
り
す
る
時
期
に
は
予

め
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
お
く
体
制
づ

く
り
が
不
可
欠
。
客
を
長
く
待
た
せ
て

イ
ラ
つ
か
せ
る
こ
と
も
な
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
各
種
の
視
点
か
ら
忙
し

い
時
こ
そ
企
業
の
足
元
が
見
ら
れ
る
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
た
が
、「
商
売
は
商

い
（
飽
き
な
い
）」
の
言
葉
も
あ
る
よ

う
に
、店
の
繁
盛
が
長
続
き
す
る
よ
う
、

時
に
は
広
い
視
野
か
ら
企
業
の
品
格
を

見
直
す
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

Ｐ

P
r
o
f
i
l
e

【
筆
者
紹
介
】

荒
和
雄
（
あ
ら
・
か
ず
お
）　

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
東
京
都
民
銀
行
支
店
長
な
ど
を
経

て
独
立
。
経
済
評
論
家
・
作
家
と
し
て
講
演
や
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
で
幅
広

く
活
躍
。
金
融
経
済
・
中
小
企
業
経
営
関
係
の
著
書
は
「
日
本
縦
断2000

回
の
旅　

ち
ょ
っ

と
い
い
話
」（
中
経
出
版
）。
近
著
は
挑
戦
す
る
若
き
金
融
マ
ン
を
描
い
た
経
済
小
説
「
白

い
獏
」「
そ
の
後
の
白
い
獏
た
ち
」
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
著
書
は170

冊
を
超
え
る
。

公
式
Ｈ
Ｐ
はhttp://w

w
w.arakazuo.com
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区分
卸売業

（第１種事業）
小売業

（第２種事業）

農業、林業、漁業、
建設業、製造業など
（第３種事業）

飲食店業、金融・
保険業など
（第４種事業）

不動産業、運輸通信
業、サービス業など
（第５種事業）

みなし仕入率 90％ 80％ 70％ 60％ 50％

売上に対する
納税額の目安率

0.8％ 1.6％ 2.4％ 3.2％ 4.0％

年間課税
売上高

各　月
売上高

年　間
税　額

積立目安
月　額

年　間
税　額

積立目安
月　額

年　間
税　額

積立目安
月　額

年　間
税　額

積立目安
月　額

年　間
税　額

積立目安
月　額

万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円

1,000 84 8 0.7 16 1.4 24 2.0 32 2.7 40 3.4

1,500 125 12 1.0 24 2.0 36 3.0 48 4.0 60 5.0

2,000 167 16 1.4 32 2.7 48 4.0 64 5.4 80 6.7

2,500 209 20 1.7 40 3.4 60 5.0 80 6.7 100 8.4

3,000 250 24 2.0 48 4.0 72 6.0 96 8.0 120 10.0

消費税及び地方消費税の納税は期限内に
消費税及び地方消費税率が、平成26年４月１日より、8.0％（旧税率5.0％）となりました

（注）8.0％の税率は、経過措置が適用されるもの（※）を除き、平成 26年４月１日以後に行われる資産の譲渡
等について適用されます。

　　　※　経過措置が適用されるものについては、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp) をご参照ください。

期限内納付のために

課税事業者の方は、期限内納付のための「納税資金の積立て」をお願いします！

次の表は、簡易課税制度適用事業者の方用に、業種別に積立目安月額を表示したものです。
※　例えば、小売業で課税売上高が2,000万円の場合、月々の積立額は約27,000円（各月売上高×売上に対する納税額の目安率1.6％）となります。

（注１）上記積立目安月額の計算については、簡便なものとするため、経過措置が適用されるものは考慮していません。
（注２）平成26年１月１日現在のみなし仕入率に基づき計算しています。
（注３）課税事業者の方の申告所得税及び復興特別所得税等が赤字申告となるような場合であっても、消費税及び地方消費税を納付していただく必要が生じ

る場合があります。

納 付 方 法 は

　個人事業者の消費税及び地方消費税や申告所得税及
び復興特別所得税は、電子納税や金融機関・税務署の
窓口での納付以外に、金融機関の預貯金口座から引き
落としの方法により納付ができる振替納税がご利用に
なれます。
　振替納税を利用される方は、税務署に備付けの「預貯
金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」（注）に必要事項
を記入・押印の上、税務署又は金融機関に提出してく
ださい。
（注）国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp)からダウンロードするこ

ともできます。

振　替　納　税
　インターネットにアクセスできるパソコンをお持ち
の方は、金融機関・税務署の窓口での納付に代えて、
国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用した電子納
税ができます。
　特に、ダイレクト納付は、①インターネットバンキ
ングの契約が不要、②電子証明書やＩＣカードリーダ
ライタが不要、③即時又は納付日を指定して納付が可
能、といった簡単・便利な電子納税方式となっており
ますので、ぜひご利用ください。
　詳しくはe-Taxホームページ（http://www.e-Tax.nta.go.jp）をご覧くだ
さい。

ダ イ レ ク ト 納 付
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広島国税局　消費税課　

に関する情報

をお寄せくだ

さい！！

◎ガソリンに何かを混ぜて販売している噂を聞いた

◎ガソリンを給油してから、車の調子がおかしい

◎ガソリンの給油時に、変なニオイがした

「不正ガソリン」とは、正規のガ

ソリンにガソリン以外のもの（灯油

など）を混ぜたもので、揮発油税の

脱税行為になる恐れがあります。

こんなときには、

すぐお電話ください！
こんなとき

　平成25年度税制改正により、
相続税法及び租税特別措置法の一部が改正されました　

　平成27年1月1日以後の相続・遺贈について適用されます。

■遺産に係る基礎控除が引き下げられます。

改正前
5,000万円＋（1,000万円×法定相続人数）

改正後
3,000万円＋（600万円×法定相続人数）

■最高税率の引上げなど税率構造が変わります。

法定相続分に
応ずる取得金額

改正前 改正後

税率 控除額 税率 控除額

1,000万円以下 10％ 0万円 10％ 0万円

3,000万円以下 15％ 50万円 15％ 50万円

5,000万円以下 20％ 200万円 20％ 200万円

1億円以下 30％ 700万円 30％ 700万円

2億円以下 40％ 1,700万円

3億円以下 40％ 1,700万円 45％ 2,700万円

6億円以下 (3億円超) 50％ 4,200万円

6億円超 50％ 4,700万円 55％ 7,200万円

相続税の速算表

改正後の計算例
相続財産1億円を子2人で相続した場合

　○法定相続分に応ずる取得金額

　　(1
相続財産の合計

億円－4
基 礎 控 控 除

,200万円)×1/2＝2,900万円

　○法定相続人別の相続税額

　　2,900万円×1
税 率

5％－5
控 除 額

0万円＝385万円

　○相続税の総額

　　385万円×2人＝770万円
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■
支
部
講
演
会
■

当
日
は
約
１
３
０
名
の
皆
様
で
会
場
一
杯
と
な
り
、国
内
外
経
済
・

政
治
問
題
に
聞
き
入
り
、『
あ
っ
と
い
う
間
の
90
分
間
だ
っ
た
。』

『
と
て
も
興
味
深
く
、
勉
強
に
な
っ
た
。』
と
大
好
評
で
し
た
。

事業活動（支部セミナー他）

各
種
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催

各
支
部
事
業
報
告
会
・
講
演
会
・
研
修
会
を
開
催（
会
員
・
非
会
員
対
象
に
実
施
）

7月～８月

演
題
：
今
後
の
日
本
経
済
と
東
ア
ジ
ア
情
勢

講師：村田 晃嗣 氏（経済ジャーナリスト）

講演は 政経レポート　
ダイジェスト　26.10.5号掲載
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■
支
部
研
修
会
・
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー
開
催
■

７
月
30
日　

智
頭
支
部
会　
　
　
　
　

　
　

会
場
：
林
新
館
（
智
頭
町
）　

８
月
４
日　

市
内
７
支
部
合
同
支
部
会

　
　

会
場
：
ホ
テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取

８
月
５
日　

岩
美
支
部
会　
　
　
　
　

　
　
　
　

会
場
：
明
石
家　
　
　
　
　

講
師
：
山
本
リ
エ
氏
に
よ
る

厳
し
～
い
？

実
践
形
式
で
の
研
修
風
景
で
す
。

　

毎
年
２
回
、
恒
例
の
智
頭
支
部
に
よ

る
Ｊ
Ｒ
駅
前
花
壇
の
植
替
え
作
業
を
児

童
・
保
護
者
に
も
協
力
い
た
だ
き
実
施

し
て
い
ま
す
。

★ 

パ
ソ
コ
ン
研
修

　

好
評
に
つ
き
、
初
心
者
向
け

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
研
修
の
回
数
を
増

や
し
実
施
中
‼

講師：長尾恵理也氏による丁寧な
　　　エクセル研修風景

講師：鳥取税務署　前土居勇一氏
　　　『税金セミナー』

『助成金セミナー』国・県の助成金
について紹介

８
月
11
日　

気
高
支
部
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
場
：
遊
漁　
　
　
　
　

８
月
19
日　

八
頭
西
支
部
会　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
場
：
こ
と
ぶ
き　
　
　

８
月
21
日　

八
頭
東
支
部
会　
　
　
　

　
　
　
　
　

会
場
：
や
ず
ふ
れ
あ
い
市
場

■
研
修
会
開
催
■

■
支
部
社
会
貢
献
活
動
■

★ 

新
入
社
員
研
修
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青年部会の広場

第
32
回
青
年
部
会
　
事
業
報
告
会

　

平
成
26
年
5
月
26
日
（
月
）
青
年
部
会
の
事
業
報

告
会
が
ホ
テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
会
で
は
渡
邊
昌
子
部
会
長
挨
拶
の
あ
と

25
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
26
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
が
『
い
つ
ま
で

も
暮
ら
し
た
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
た
く
な
る
自
信
と

誇
り
・
夢
と
希
望
に
満
ち
た
鳥
取
市
』
と
い
う
演
題

で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
鳥
取
市
を
担
う
若
手
経
営
者
に
と
っ
て
市

財
政
・
少
子
化
対
策
・
企
業
誘
致
な
ど
市
の
取
り
組

み
が
明
確
に
示
さ
れ
、
大
変　

参
考
に
な
っ
た
講
演

会
と
な
り
ま
し
た
。

深澤義彦鳥取市長の講演

渡邊昌子部会長の挨拶熱心に聴講中！　来賓と青年部会員

「租税教室」講師に感謝状

諸吉　稔 様
（顧問）

渡邊　昌子 様
（部会長）

出口　敦教 様
（副部会長）

辰己　泰彦 様
（会員委員長）

宮脇　英彰 様
（総務委員長）

中井　史生 様
（社会貢献副委員長）

加藤　寛 様
（会員副委員長）

松村　将史 様
（総務副委員長）

田島　大介 様
（社会貢献委員）
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青年部会・女性部会合同講演会「ここが変だよ鳥取県！」
　３月14日（金）とりぎん文化会館にて青年部会・女性部会
合同の講演会を開催しました。講師には東京より日本テレビ
プロデューサーの今村 司氏を招き、“外から見た鳥取県”と
いう切り口で率直な意見やＰＲ手法な
ど熱く語られ100名を超える来場者は釘
づけとなりました。
�（講演内容：政経レポート7/25号に掲載）

『視察研修』　　５月29日～ 31日　
日本テレビ本社、東京ドーム、議員会
館視察実施　　
　今村氏のおもてなしにより日本テレビ
本社・東京ドーム内覧が実現でき、部会
長・副部会長ほか総勢11名が参加。議員
会館も訪問し石破茂幹事長にお会いでき
ました。

『７月定例会』　７月24日（木）　パレットとっとり 28名参加
　鳥取銀行 鳥取南支店 谷尾大輔支店長による金融ギリギリ
トークと題しフリートーキングを
行ない、金融取引におけるチェッ
クポイント、銀行事情のほか、回
答に苦慮するような無茶な質問も
ありましたが、流石～！見事に切
り抜けておられました。

『鳥取版“ＤＡＳＨ村シーズン２”』
� ７月27日（日）ごきげん倶楽部ＢＢＱハウス
� 家族ＢＢＱ　48名（児童・幼児含む）
晴天のもと、子どもたちだけでなく大人も元気いっぱい食・遊を満喫！
日頃の罪滅ぼし？が出来たようでした。（青年部員Ａ氏ほか談）

 

 

仲良く芝生の上で

シャボン玉♡

BBQだよ。

全員集合！

講演会ＰＲ撮りも無事

に終え、

はいポーズ！

石破茂代議士と

一緒にパチッ！

貴重な経験・・・

 

青年部メンバー

に包囲され

アウェイ？
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平成26年度　女性部会事業報告会開催

　平成 26 年度女性部会事業報告会が平成 26 年 5 月
23 日（金）鳥取ワシントンホテルプラザで開催され
ました。
　鳥取税務署より副署長原田紀行様、法人課税第一
部門統括官川谷暢之様を来賓に迎え、平成 25 年度
事業・活動費報告、平成 26 年度事業計画等が報告
されました。
　講演会では、青年部会社会貢献委員でもある田島
大介氏（㈱タシマボーリング社長）に講師を引き受
けていただきました。
　2013 年 1 月、テレビ番組の企画でアフリカ・ガー
ナの電気も水道もない小さな貧困の村に、道具も持
たず単身で渡り約 1ヶ月間井戸掘りに挑戦した様子
（機材調達→掘削機制作→住民の人力作業→井戸掘
成功）を苦労話も交え熱く語られ、聴講されていた
皆さんは困難に立ち向かう勇気、井戸水が出た瞬間
の住民の笑顔に感動された様子でした。

租税教室講師に感謝状
　平成26年5月20日開催の定期総会において、25年度租税教室の講師を務められた女性部会会員3名
に感謝状が贈呈されました。

女性部会のページ

西垣由喜恵様（副部会長） 加藤　陽子様（理事） 西村　鈴子様（理事）

西川八重子 部会長の挨拶 来賓祝辞　鳥取税務署 原田紀行 副署長

講師の田島大介氏
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第9回法人会全国女性フォーラム香川大会開催
平成26年4月10日（木）

　「女性の強さと優しさは、空を
越え、海を渡る。～輝くこどもた
ちの未来と、地域社会の発展のために～」を大会キャッ
チフレーズに「第９回法人会全国女性フォーラム香川
大会」が、香川県高松市のサンポートホール高松で開
催され、全国から1500人の女性部会員が集結しました。
　第１部の記念講演では、地元香川県出身で少林寺拳法
グループ総裁の宗由貴氏が、「しなやかな人間力」と題して講演され、少林寺拳法を通じて育まれ
る強い精神と人を思う心についてお話されました。
　来年は4月16日に福岡市のヒルトン福岡シーホークで開催される予定です。

女性部会 7 月定例会
　７月11日（金）、梅乃井で「会員卓話
の会」を開催しました。森田麻知子理事
のインド旅行の楽しいお話を聞き、美味
しい鰻を堪能！
　大満足の1日でした。

献血ありがとう

たくさんの会員でいっぱいの会場

講師の宗　由貴氏

鳥取法人会から 4 名参加

ゆるキャラの

オリーブしまちゃんを

囲んで

ハイポーズ！

チクッと痛いはず？

の献血ですが何か嬉

しそうなこの笑顔！

体重減った

　かな～？

おいしい料理を前に

森田さんの話に

興味津々！
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福利厚生制度コーナー

大型保障制度紹介キャンペーン実施中！

保険株式会社

鳥取営業部鳥取営業所
　　　　　所長　湯本　隆

ご　挨　拶

　法人会の福利厚生事業につきまして、平素より格別のご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　法人会の経営者大型保障制度をより多くの企業経営者の皆様にご利用いただき､ 最高の安心と最
大の満足を提供したいと考えております。昭和46年６月の制度発足以来、多くの会員企業様にご採
用賜り企業防衛の役割を果たしてまいりました。
　現在は、重大疾病罹患時や就労不能といった状態に陥った場合の企業経営をサポートする保障分
野が、より重要になってまいりました。こうした事態への備えとして、法人会では企業とご家族を
守る為の各種制度をご用意しております。
　私たち推進員が、鳥取法人会様を担当させていただいておりますので、何卒よろしくお願い申し
上げます。

 
 

大同生命保険株式会社　鳥取営業部鳥取営業所
鳥取市富安 2-159　久本ビル 4Ｆ

Tel：0857-22-2007　Fax：0857-22-0131

私たちが福利厚生制度推進担当者です

山田　保美

岡本　千恵子

上村　康隆

諸道　早苗

小林　千代美

岩見　聖子

藤原　建二

岩﨑　治代
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法人県民税（法人税割）・法人事業税・
地方法人特別税の税率が改正されます

臨時給付金をご存じですか？　
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金について

平成26年度税制改正（地方法人課税）のポイント
（平成26年10月1日以降に開始する事業年度から適用）

１　地方法人課税の偏在是正
　消費税率（国・地方）８％段階において、拡大する地域間の税源の偏在性を是正し、
財政力格差の縮小を図るため、法人住民税（県民税・市町村民税）法人税割の一部を
国税化し、地方交付税原資化するもの。

（１）法人住民税法人税割の税率の引下げ
　　　※ 法人県民税法人税割の場合 ＜従前＞5.0％（5.8％）→ ＜改正後＞3.2％（4.0％）

（２）地方法人税（国税）の創設
　　　法人税額を課税標準とし、税率は4.4％（法人住民税の税率引下げ分相当）。
２　地方法人特別税の規模を概ね１／３縮小し、法人事業税に復元。

◆　これらの税率改正に伴い、平成26年10月1日以降に開始する最初の事業年度に係る予定申告に限り、
計算方法に経過措置が設けられています。

◆　詳しくは東部県税事務所にお問い合わせください。

◆　平成26年10月1日以降に開始する事業年度から、地方法人税（国税）が創設されるこ
と及び地方法人特別税の概ね３分の１が法人事業税に復元されることに伴い、法人県民税・
法人事業税・地方法人特別税の税率が改正されます。

　消費税率の引き上げに伴い、暫定的・臨時的な措置（１回限り）として、臨時福祉給付金・子育て世帯
臨時特例給付金が次の対象者に支給されます。申請先は、平成26年１月１日に住民票のある市町村です。

　鳥取市では、該当となると思われる方へ、８月上旬に申請書を郵送しています。必要事項を記入し、必
要書類とともに、同封した封筒で返信提出してください。
　鳥取市での受付期間は、12月４日（木）までです。　お早目に提出してください。
　なお、近隣の自治体により受付期間等に違いがありますので該当自治体へお問い合わせください。

名　　　　称 所　在　地 電話番号 ファックス番号 管轄区域
東部県税事務所
課税課 事業税担当

〒680-0061
鳥取市立川町6丁目176 0857-20-3515 0857-20-3519 鳥取市・岩美郡・八頭郡

対象者： 平成26年度の住民税（均等割）が課税され
ていない人。ただし、住民税（均等割）が課税さ
れている人の扶養親族や生活保護受給者などは
対象外です。 
支給額： １人につき１万円。老齢基礎年金や児童

扶養手当などの受給者は5,000円を加算します。

対象者： 平成26年１月分児童手当（特例給付を含
む）を受給し、昨年の所得が児童手当の所得制限
額に満たない人。（但し、臨時福祉給付金の対象
者や生活保護受給者などには支給されません。） 
支給額： １月分の児童手当（特例給付を含む）の対

象となる子１人につき１万円。 

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

鳥取県・鳥取市広報

県からの
お知らせ

市からの
お知らせ
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①名前　②血液型　③趣味　④上司からのコメント
⑤会社の住所　⑥仕事内容　⑦わが社のＰＲ

　

平
成
27
年
1
月
よ
り
相
続
税
の
大
増

税
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
自
社
株
の

株
価
に
焦
点
を
絞
り
、
会
社
に
と
っ
て

有
効
な
事
業
承
継
対
策
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

１　

考
え
ら
れ
る
リ
ス
ク

　

創
業
時
の
自
社
株
は
価
値
＝
出
資
額

で
す
が
、
長
年
の
利
益
が
蓄
積
さ
れ
る

と
価
値
が
高
ま
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま

社
長
個
人
の
相
続
財
産
が
増
え
る
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
未
対
策
の
場

合
、
社
長
が
逝
去
し
て
後
継
者
が
自
社

株
を
取
得
す
る
際
、
多
額
の
相
続
税
を

負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
納
税
資
金
に

困
る
こ
と
も
有
り
得
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
問
題
は
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
で

負
担
軽
減
が
可
能
で
す
が
、
ま
ず
は
社

長
自
身
が
現
在
の
自
社
株
の
価
値
を
知

り
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

寄　稿

２　

具
体
的
な
対
策
方
法

　

対
策
を
行
う
場
合
、
社
長
が
所
有
し

て
い
る
自
社
株
を
生
前
に
後
継
者
に
移

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
株
価
を
引
下
げ

た
後
、
安
い
評
価
額
に
て
生
前
贈
与
を

行
う
こ
と
が
王
道
と
言
え
る
方
法
と
な

り
ま
す
。
実
務
上
、
左
記
の
方
法
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
対
策
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
　
株
価
引
下
げ
対
策

Ａ 

会
社
の
利
益
を
減
ら
す　

最
も
メ

ジ
ャ
ー
な
方
法
で
す
。
役
員
退
職
金
の

支
給
や
含
み
損
の
あ
る
資
産
の
売
却
な

ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
社
長
へ
の
退

職
金
支
給
は
、
現
預
金
と
し
て
相
続
財

産
が
増
加
す
る
点
に
留
意
が
必
要
で
す
。

Ｂ 

従
業
員
持
株
会
活
用　

社
長
か
ら

持
株
会
へ
の
株
の
譲
渡
は
低
額
で
行
う

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
社

長
か
ら
後
継
者
へ
移
動
さ
せ
る
自
社
株

の
絶
対
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
理
事
や
規
約
を
定
め
、
持
株
会
の

適
正
な
運
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｃ 

組
織
再
編
活
用　

子
会
社
等
の
吸

収
合
併
を
行
え
ば
、
会
社
規
模
の
拡
大

に
よ
り
、
自
社
財
産
以
外
の
要
素
が
加

わ
る
評
価
方
法
へ
の
切
り
替
え
が
可
能

と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
株

価
引
下
げ
を
図
る
方
法
で
す
。
合
併
の

他
、
組
織
再
編
を
活
用
し
た
ス
キ
ー
ム

は
数
種
類
存
在
し
、
ど
の
方
法
も
大
き

な
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

以
上
が
主
な
株
価
引
下
げ
方
法
で

す
。
実
行
に
移
す
際
は
、
決
算
書
の
内

容
や
会
社
組
織
そ
の
も
の
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
金
融
機
関
や

取
引
先
へ
事
前
の
配
慮
を
行
う
こ
と
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

②
　
生
前
贈
与（
相
続
時
精
算
課
税
活
用
）

　

相
続
時
精
算
課
税
と
は
、
贈
与
時
に

贈
与
税
を
納
付
し
、
相
続
税
申
告
時
に

贈
与
済
財
産
を
そ
の
対
象
に
含
め
、
納

付
済
の
贈
与
税
を
精
算
す
る
制
度
で

す
。
２
，
５
０
０
万
円
ま
で
は
贈
与
税

が
猶
予
さ
れ
、
評
価
額
が
贈
与
時
点
で

固
定
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
の

制
度
を
使
え
ば
、
自
社
株
の
株
価
を
引

き
下
げ
た
上
で
贈
与
を
行
い
、
株
価
を

贈
与
時
点
の
も
の
で
確
定
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
将
来
的
に
会

社
に
更
な
る
利
益
が
発
生
し
て
も
、
贈

与
し
た
株
価
は
そ
れ
以
上
増
加
し
ま
せ

ん
。

③
　
納
税
資
金
対
策

　

相
続
時
精
算
課
税
を
活
用
し
た
場
合

を
初
め
、
相
続
対
策
全
般
を
考
え
る
場

合
、
納
税
資
金
の
確
保
が
最
も
重
要
で

す
。
具
体
的
に
は
、
生
命
保
険
を
活
用

し
、
将
来
の
相
続
税
納
税
に
備
え
る
場

合
が
一
般
的
で
す
。

④
　
事
業
承
継
税
制
活
用

　

一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
自
社
株
の

贈
与
や
相
続
に
つ
い
て
贈
与
税
・
相
続

税
の
全
部
又
は
一
部
が
納
税
猶
予
さ

れ
、
最
終
的
に
そ
の
多
く
が
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
平
成
25
年
税
制
改
正
に

て
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
今
後
の
選
択
肢

に
含
め
易
く
な
り
ま
し
た
。

３　

終
わ
り
に

　

以
上
、
簡
単
に
事
業
承
継
対
策
を
ご

紹
介
致
し
ま
し
た
。
後
継
者
に
と
っ
て

は
継
ぎ
た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
会
社

が
あ
っ
て
も
、
高
額
な
自
社
株
の
相
続

税
額
が
、
会
社
を
承
継
す
る
魅
力
に
影

を
落
と
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
ら
の

会
社
の
現
状
か
ら
、
ど
の
方
法
を
用
い

る
こ
と
が
適
切
か
、
そ
の
適
用
可
能
性

や
効
果
・
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
事
前
に

十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

自
社
株
に
係
る

事
業
承
継
対
策
に
つ
い
て

�
税
理
士　

中 

尾 

隼 

大
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わが社のホープと会社ＰＲ ①名前　②血液型　③趣味　④上司からのコメント
⑤会社の住所　⑥仕事内容　⑦わが社のＰＲ

株式会社　旺方トレーディング

②　Ｏ型

③　野球

④　新卒で入社して５ヵ月となります。明るくスポーツ好きな

18歳です。

　　倉庫管理部に配属になり主に海外出荷作業をしています。

　　先輩方からの厳しい指導の元、時には涙を流しながら作

業していますが、持前の明るい性格と努力のおかげで、日々

成長しています。今後の成長に期待しています。

①	 有田　聖也（ありた　せいや）

⑤　本社　〒680-1202　鳥取県鳥取市河原町布袋525番地1
　　　　　TEL　0858(71)0850　FAX　0858(71)0851
　　小山営業所　〒329-0201　栃木県小山市粟宮1167-1
⑥　中古農業機械の買取及び海外輸出・国内卸売
⑦　農機具販売店からの仕入れに加え、『農機具買取．com』オ

ンライン査定を活用、農家からも直接中古農機具を買取して、
国内外で販売しています。

　　　販売先は、海外では欧州・アジアを中心に約82 ヶ国に販売実績があり、海外6割強、国内4割弱
の売上構成。

　　　「農家の不安を安心に、不便を便利に変える」、「農機具の流通で、ひとつでも多くの緑を増やす」、「強
い農業を目指し、応援するサービスを提供する」のコンセプトを掲げ、ＦＣ事業『ＦＡＲＭ ＭＡＲＴ』
を全国展開していきます。

　　　農業分野に革命を起こし夢と希望を与えるリーディングカンパニーを目指しています。

会社の概要
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新入会員（18社）26.3.1 ～ 8.31

会社名 代表者 業種
《 東支部 》
㈱アスコ 小林正基 測量設計
㈱ FFC 瀧村　優 飲食業

《 西支部 》
㈱日本旅行 小谷隆則 旅行業

《 南支部 》
三和外装 山本一明 建築業
中谷建築 中谷有志 建築業
白兎工業 渡辺勝己 建設業
前川興産㈲ 前川佳裕 不動産業
はやし接骨院 林　貴之 接骨院
松長組 松長素直 鳶・土工

《 北支部 》
㈱ GROW UP 柴原史則 食品製造販売

会社名 代表者 業種
《 北支部 》 つづき
RobHearts 鶴巻　永 美容業
㈱鳥広マガジン 松尾寿美 広告業
㈱キナンシェ 坂口繁雄 ファイナンシャルプランニング

《 湖南支部 》
サンヨー・サンフーズ㈱ 中川壮一 食品業

《 湖東支部 》
㈱ひかる 池本光輝 運送業
アフラック募集代理店 尾崎大祐 保険代理業
TA 自動車㈱ 藏永暁洋 自動車販売・修理

《 智頭支部 》
稲塚ボーリング 稲塚満穂 さく井工事業

☆　青年部会・女性部会への新入会員も募集しております　☆

≪ 青年部会 ≫
　企業にとって、次代を担う後継者の育成は大きな課題
です。
　青年部会では、若手経営者が将来に向けて活躍する為
の研修会や様々な行事を開催しています。地域社会貢献
活動や租税教育活動においては、その企画力・行動力が
大きな役割を果たしています。

○部会員数：61名（Ｈ26. ８月末現在）
○入会資格：鳥取法人会会員企業の経営者
　　　　　　並びに幹部で50歳未満の方
○主な活動：会員交流会・講演会聴講・全国青年の集い

参加・租税教育活動・税務研修会　他

≪ 女性部会 ≫
　社会や企業における女性の役割は大きなものとなって
います。女性特有のきめ細やかさや優しさを活かした女
性部会の活動は、地域社会貢献活動や租税教育活動でも
中心的な役割を担っており、社会に大きく貢献していま
す。

○部会員数：50名（Ｈ26. ８月末現在）
○入会資格：鳥取法人会会員企業の女性経営者
　　　　　　または会社役員の方
○主な活動：会員交流会・講演会聴講・企業視察研修・

全国女性フォーラム参加・租税教育活動・
税務研修会　他

会費の納入は便利な口座振替のご利用を！

　口座振替をご利用いただきますと、ご指定の金融機関預金口座から年会費が自動的に引
き落とし（支払い）され、とても便利です。
  １．口座振替の開始時期
　今年度お申込みいただきますと、来年度からの引き落としとなります。　　　　　　　 
　毎年７月10日が引き落とし日です。
  ２．お申込み方法
　鳥取法人会事務局（℡：（0857）27-1604）へご連絡ください。
　預金口座振替依頼書をお送りいたしますので、ご記入の上、事務局宛にご返送ください。

� 以上でお手続きは完了です。ご連絡をお待ちしております。
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年月 研 修 会 等 役員会・委員会 等 その他

26.11
　　

　

税金クイズ（11. ３）「木のまつり」出店
年末調整説明会　　　　　（中旬）
第 3 回 法人税務説明会　  （下旬） 
　　　（10・11・12 月決算会社）
第 7 回「キッズカフェ」
パソコン講座④
ビジネス実践マナー研修②

青年部会役員会  　　 青年の集い秋田大会（11.21）

12
青年部会クリスマス家族会（上旬）

「租税教室」講師派遣
「絵はがき」コンクール応募開始

青年部会役員会   　　　
　　　　　　　　　　　 全法連「ほうじん」発送（下旬）

27.1 女性部会定例会    　　    　（中旬）
青年部会定例会     　　   　（中旬）

青年部会役員会  
第 2 回 広報委員会 県連会報「県連通信」

2

第 4 回 法人税務説明会 　   （上旬）
　　　（1・2 月決算会社）
支部合同研修会　 　   　　 （中旬）

「税に関する絵はがきコンクール」選考会・表彰式

青年部会役員会  

3 

青年部会定例会　
女性部会定例会　 
第 5 回 法人税務説明会
　　　（3 月決算会社）
第 2 回 献血ボランティア

青年部会役員会      　
女性部会役員会
研修委員会（3 月上旬）
総務委員会　　　  
理事会

法人会会報　「法人とっとり」
全法連「ほうじん」発送（下旬）

　中東は恒久的に民族的・宗教的に対立が激しく、
紛争の絶え間がない地域であるが、中心地エルサレ
ムの古代イスラエル遺跡から発掘された石碑によれ
ば、「夢なき民は滅びる」という素晴らしいフレー
ズが刻印されていると言われる。これは古代イスラ
エル王・ソロモンの石碑である。ソロモンは、確た
る国家像へ向けて軍備を強化して内政を大いに改革
し、諸外国との貿易文化の交流に尽くした。その結
果、歴史に残る古代イスラエル国家を繁栄させた名
リーダーである。

　さて、法人会は戦後の経済復興に合わせて、自主
申告制度を基本にした税制改革の定番と中小企業振
興を目的として設立されたが、60 年の歳月と時代の
変化により、会員の減少、組織の低迷などが大きな
障壁となり転換期に入っている。この現状を打開し
て未来へ再構築していくためには、法人会設立の原
点に戻り、新たな公益法人へのビジョンを揚げ、社
会が注目する「夢ある法人会」とはどうあるべきか、
改めて探究していきたい。
� 広報委員会　担当副会長　福田修三　

法人会からのお知らせ 　
（平成26年11月1日～平成27年3月31日）

公益社団法人 鳥取法人会　
〒 680-0031　　 鳥取市本町３丁目２０１番地　

鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル２階
ＴＥＬ 0857（27）1604　　ＦＡＸ 0857（20）0555
メール：hojin@toriho.com　ホームページ：toriho.com

ご意見・ご要望をお待ちしております

編 集 後 記

官　職 新　　　任
（前　　　任）

前　　　任
（異 動 先 等）

署　長 多賀社　安　夫
（広島国税局税務相談室主任相談官）

滝　山　尚　志
（退　　　　職）

副署長 沖　　　博　伸
（福山税務署総務課長）

原　田　紀　行
（広島国税局課税第一部資産評価官）

総務課長 森　田　武　吉
（広島国税局総務部総務課課長補佐）

金　元　一　成
　（広島北税務署総務課長）

鳥取税務署 人事異動（26.7.10付）
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